
★競技会準備

・国スポ全38競技、障スポ全14競技の会場地の決定

・競技会場全63施設のうち42施設の整備完了（R５年度末現在）

（主な県立施設等の供用開始）

滋賀ダイハツアリーナ（R4.12）平和堂HATOスタジアム（R5.4）

インフロニア草津アクアティクスセンター（R6.8）

・市町に対する競技施設整備費補助

全36施設中 22施設補助完了

・国スポ競技別リハーサル大会の開催

全38競技中 11競技実施済（R6.7末現在)

・競技補助員等の確保（高校生を中心にリハーサル大会延べ約12,000名、

本大会延べ約25,000名）

競技会運営準備

平和堂HATOスタジアム

中高生による競技運営補助 1

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 開催準備の状況(1/4)
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わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 開催準備の状況(2/4)

★開・閉会式準備

・開・閉会式演出

待機時間の短縮など参加する選手の負担軽減

選手にエールを送るおもてなし演技

炬火トーチ（彦根仏壇の漆塗り・金箔）

炬火受皿（信楽焼、子どもたち作成パーツ）

びわ湖声楽アンサンブル、県内高校生を中心とした式典音楽隊

滋賀らしい入場行進曲（滋賀県ゆかりの楽曲をアレンジ）

先催県ではブルーインパルスの展示飛行

・開・閉会式会場準備

開・閉会式会場等整備詳細設計を実施中（年度内に設計完了）

仮設施設の配置、一般観覧者・選手等の動線等を検討

・開・閉会式等警備計画書（自主警備・交通警備）の作成

式典イメージ

炬火受皿

炬火トーチ



★広報・県民参加

・大会認知度（R5スポーツ実施状況調査）

国スポ44.9％（R6目標 80％以上）

障スポ31.6％（R6目標 75％以上）

・ボランティアの募集（R5.10～）

開閉会式・障スポの運営：2,198人申込／ 5,200人募集（R6.5現在）

手話・要約筆記：募集人員600人に到達（募集終了）

・障スポ選手団サポーター養成協力校の委嘱

（県内の大学・短期大学・専門学校23校）

・花いっぱい運動試行栽培、応援のぼり作成（小・中学校等へ作成依頼）

・イメージソングの学校での啓発（国スポ・障スポ教室、学校内放送等）

ボランティア募集

花いっぱい運動
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★寄附・企業協賛（R6.５現在）

寄附（H26～）

・寄附金 約５億円

企業協賛（R4～）

・協賛金 約１.２億円

・協賛物品 約０.５億円 車両の無償貸与（県・市町合計21台）等

寄附者銘板の設置
（平和堂HATOスタジアム）

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 開催準備の状況(3/4)



★宿泊・輸送準備等

・県内外のバス事業者・宿泊施設の確保

【単日最大必要日】 バス：373台／必要台数 737台（約50％）

宿泊施設：国スポ 8,876人／必要数 15,326人（約57.9％）

障スポ 5,126人／必要数 6,482人（約79.1％）

※ R6年度中に必要な客室をすべて確保予定

・平和堂HATOスタジアム周辺の駐車場の確保 2,400台／必要数2,400台（約100％）

・県民参加型式典弁当メニューコンテストを実施中（1年前イベント内で投票）
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わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 開催準備の状況(4/4)

★競技力向上対策

・スポーツ特別指導員の確保（令和６年４月現在 ５２人 県スポーツ協会採用）

・少年（ターゲットエイジ）強化指定選手の精選と強化事業の質・量の拡充

・極めて優れた指導力をもつ「スーパーアドバイザー」の定期的な招聘

・障スポ強化指定選手・スタッフの発掘、確保

・わたSHIGA輝く国スポでの総合優勝、障スポでの全競技出場を目指す
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国スポ競技会準備（リハーサル大会）

◆ リハーサル大会開催準備
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